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山
江
村
防
災
連
絡
会
議
を
六
月
九
日
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
役
場
大
会
議
室
で
開

催
し
、
村
内
の
危
険
箇
所
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
の
連
絡
や
協
力
を
密

に
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
内
山
村
長
を
は
じ
め
、
村

議
会
、
人
吉
警
察
署
、
人
吉
下
球
磨
消
防

組
合
、
消
防
団
、
区
長
、
村
内
各
種
団
体

の
長
な
ど
約
六
十
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
内
山
村
長
が
「
防
災
体
制
の
確

立
が
第
一
で
あ
り
、
村
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
連
絡
体
制
を
密
に
す
る
大
事
な
会

議
で
あ
る
。」、
田
口
副
議
長
が
「
本
村
は

地
形
的
に
も
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
、
危

険
箇
所
が
相
当
あ
る
。」
田
原
消
防
団
長
が

「
消
防
団
は
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る

よ
う
訓
練
、
整
備
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
か
ら
機
能
別
消
防
団
を
設
置
し
消
防

活
動
の
効
率
化
を
図
る
。」
な
ど
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
本
村
地
域
防
災
計
画
や
関

係
機
関
の
業
務
等
、
ま
た
、
人
吉
警
察
署
、

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
な
ど
の
各
関
係
機

関
か
ら
は
防
災
体
制
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
人
的
災
害
を
出
さ
な
い
こ
と
を
大

原
則
に
、
連
携
を
密
に
し
万
全
の
対
策
を

講
じ
る
よ
う
確
認
し
あ
い
閉
会
し
ま
し
た
。

　

本
村
は
、
山
岳
地
帯
で
災
害
の
発
生
し

や
す
い
危
険
度
の
高
い
地
形
で
あ
り
、
危

険
箇
所
が
多
数
あ
り
、
日
頃
か
ら
予
断
を

許
さ
な
い
状
態
な
の
で
、
大
雨
等
に
よ
る

気
象
情
報
に
は
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
六
月
か
ら
市
町
村
ご
と
に
警
報
が

発
令
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
細
か
な

情
報
の
提
供
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
防
災

行
政
無
線
等
で
周
知
し
ま
す
の
で
、
危
険

な
状
況
に
な
っ
た
場
合
は
自
主
避
難
な
ど

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■避難場所の指定（一時的）
行政区 避難場所
1 合 戦 峰 公 民 館

2
秋 丸 地 区 農 業 構
造 改 善 セ ン タ ー

3
井 手 の 口 公 民 館
寺 山 公 民 館

4 第 四 区 自 治 会 館
5 西 川 内 公 民 館

6
黎 明 館
山 江 村 体 育 館

7
一 丸 公 民 館
山 江 中 学 校 体 育 館

8
小 山 田 公 民 館
北 永 シ 切 集 会 所
山 田 小 学 校 体 育 館

9
別 府 公 民 館
第 ９ 区 公 民 館

10
東 浦 公 民 館
新 層 地 区 公 民 館

11
岩 ヶ 野 公 民 館
下 払 自 治 会 館

12 尾 崎 公 民 館

13
城 内 公 民 館
下 の 段 公 民 館
山 江 温 泉 ほ た る

14

自然休養村管理センター
柳 野 公 民 館
小 森 公 民 館
淡 島 公 民 館

15
屋 形 多 目 的 集 会 施 設
尾 寄 崎 キ ャ ン プ 場

16
大 川 内 公 民 館
水 無 地 区 公 民 館

地すべり　平成22年６月30日発生　山田西小路 崩土　平成22年６月29日発生　山田尾寄崎
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去
る
５
月
27
日
（
木
）
か
ら
31
日
（
月
）

ま
で
、
㈶
熊
本
県
市
町
村
振
興
協
会
主
催

に
よ
る
、
平
成
22
年
度
市
町
村
職
員
派
遣

研
修
事
業
が
実
施
さ
れ
、
中
国
上
海
の
開

発
区
の
視
察
、
現
地
の
日
本
へ
対
す
る
旅

行
事
情
、
熊
本
か
ら
上
海
へ
進
出
し
て
い

る
企
業
と
の
情
報
交
換
、
市
場
と
し
て
の

中
国
な
ど
、
多
岐
に
渡
り
研
修
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
は
先
発
組
み

の
第
１
班
（
全
２
班
）
で
20
名
が
参
加
し
、

役
職
や
年
齢
も
様
々
で
し
た
が
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
研
修
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

■
上
海
の
印
象

　

熊
本
空
港
を
発
ち
、
韓
国
仁
川
空
港
経

由
後
、
上
海
に
現
地
時
間
の
午
後
９
時
（
日

本
時
間
午
後
10
時
）
に
到
着
し
、
専
用
バ

ス
で
約
１
時
間
揺
ら
れ
ホ
テ
ル
へ
向
か
い

ま
し
た
が
、
ま
ず
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
ビ
ル
群
や
ネ
オ
ン
、
そ
の
夜
景
の
華
や

か
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
高

速
道
路
の
側
面
に
ネ
オ
ン
管
が
永
延
と
張

り
巡
ら
さ
れ
、
青
く
浮
か
び
上
が
っ
て
見

え
る
そ
の
様
は
、
と
て
も
幻
想
的
で
し
た
。

仕
事
の
性
質
上
、
電
気
料
金
が
気
に
な
り

ま
し
た
が
、
全
部
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
社
会
主
義
国
だ
か
ら
な

せ
る
業
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
へ
向
か
う
途
中
、
高
速
道
路
は

渋
滞
区
間
が
多
く
、
ず
っ
と
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
鳴
り
響
き
、
我
先
に
と
強
引
な
運
転

を
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
目
立
ち
ま
し
た
。

一
般
道
の
交
差
点
で
も
、
人
よ
り
車
優
先

と
い
う
こ
と
で
、
自
分
が
乗
っ
て
い
た
バ

ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
人
が
渡
っ
て
い
る
交

差
点
に
突
っ
込
ん
で
行
く
の
で
、
大
丈
夫

か
な
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

浦
東
開
発
区
の
視
察
で
は
、
テ
レ
ビ
で

も
よ
く
見
か
け
る
テ
レ
ビ
塔
や
隣
接
す
る

高
層
ビ
ル
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
と
て
も
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
で
華
や

か
で
し
た
。
そ
の
一
方
、
市
内
に
は
古
く

て
今
に
も
崩
れ
そ
う
な
ア
パ
ー
ト
群
も
多

く
点
在
し
、
そ
こ
は
塀
で
囲
ま
れ
外
部
か

ら
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
違
う

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
貧
富
の
差
を
肌
で
感
じ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

■
中
国
か
ら
日
本
へ
の
旅
行
事
情

　

個
人
観
光
ビ
ザ
が
解
禁
さ
れ
、
所
得
制

限
は
あ
り
ま
す
が
、
中
国
人
も
日
本
へ

自
由
に
観
光
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
２
０
２
０

年
に
は
訪
日
外
国
人
が
現
在
の
2.4
倍
の

２
０
０
０
万
人
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て

お
り
（
国
土
交
通
省
の
予
測
）
そ
の
経
済

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
人
気
観
光
コ
ー
ス
を
見
て
み
る

と
、
飛
行
機
で
大
阪
入
り
し
、
京
都
、
箱

根
を
観
光
し
た
あ
と
東
京
へ
、
そ
し
て
帰

国
と
い
う
コ
ー
ス
が
定
番
の
よ
う
で
す
。

そ
の
他
、
映
画
の
影
響
で
雪
景
色
の
北
海

道
、
ま
た
、
春
の
桜
な
ど
四
季
折
々
の
季

節
を
感
じ
ら
れ
る
観
光
地
が
人
気
を
呼
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
に
も
温
泉
は
あ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
日
本
の
よ
う
に
清

潔
に
保
た
れ
た
温
泉
は
あ
ま
り
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
温
泉
も
人
気
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
現
在
、
熊
本
を
目
当
て
に
来
ら

れ
る
中
国
人
は
少
数
だ
と
思
い
ま
す
が
、

売
り
出
し
方
に
よ
っ
て
は
、
今
後
、
経
済

効
果
を
も
た
ら
す
大
き
な
市
場
と
言
え
そ

う
で
す
。

■
市
場
と
し
て
の
中
国
（
物
を
売
る
お
客

様
と
し
て
の
中
国
）

　

改
革
解
放
政
策
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の

絶
対
平
等
主
義
か
ら
一
変
、
欧
米
資
本
を

積
極
的
に
導
入
し
、
企
業
の
経
営
自
主
権

の
拡
大
な
ど
、
大
き
な
政
策
転
換
を
経
て
、

急
激
な
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
た
中
国
。

そ
れ
ま
で
の
〝
働
く
人
を
確
保
す
る
た
め

の
中
国
〞
か
ら
、〝
お
客
様
と
し
て
の
中
国
〞

と
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
市
場
へ
と
変
貌

し
ま
し
た
。

　

物
を
中
国
に
売
り
込
む
場
合
、〝
富
裕
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
〞
と
よ
く
耳
に
し
、
私

自
身
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
込
み
が
甘
い
よ
う

で
す
。
地
域
や
世
代
、
所
得
な
ど
の
格
差

を
考
慮
し
た
売
り
込
み
の
必
要
性
を
考
え

さ
せ
ら
れ
、
と
く
に
バ
ー
リ
ン
ホ
ウ
世
代

（
一
人
っ
子
政
策
以
後
の
20
代
世
代
）
の
購

買
意
欲
の
高
さ
を
知
り
、
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
世
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
ブ
ロ
グ
（
日
記
）
に
お
け
る
口
コ
ミ

情
報
は
、
マ
ス
コ
ミ
よ
り
も
信
頼
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
日
本
の
あ
る
自
治
体

で
は
、
中
国
か
ら
人
気
ブ
ロ
ガ
ー
を
招
き
、

日
本
酒
の
製
造
工
程
の
体
験
や
試
飲
を
体

験
し
て
も
ら
い
、
ブ
ロ
グ
を
通
じ
て
そ
の

魅
力
を
発
信
し
て
も
ら
う
と
い
う
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
情

報
を
見
て
、
そ
の
日
本
酒
へ
の
問
い
合
わ

せ
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
ど
う

い
う
商
品
の
情
報
を
、
ど
こ
の
誰
に
発
信

熊
本
県
市
町
村
職
員
海
外
派
遣
研
修
（
中
国
上
海
）
報
告

熊
本
県
市
町
村
職
員
海
外
派
遣
研
修
（
中
国
上
海
）
報
告

総
務
課　

政
策
調
整
係　

髙
橋　

忍

テレビでもよく見かける浦東開発区の風景

研修風景
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山
江
村
の
シ
ン
ボ
ル
、
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
「
マ
ロ
ン
号
」
の

車
庫
落
成
式
が
、
晴
天
の
中
５

月
16
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
庫
の
財
源
は
、
地
域

活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
事
業
で
行
っ
て
お
り
、
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
を
走
ら
せ
よ
う

会
を
中
心
に
、
村
内
の
各
種
団

体
の
方
々
で
構
成
し
た
「
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
車
庫
建
設
検
討
委

員
会
」
で
車
庫
の
機
能
や
デ
ザ

イ
ン
、
建
設
場
所
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

落
成
式
で
は
、
約
20
名
の

方
が
出
席
さ
れ
、
神
事
で
は

内
山
村
長
、
田
村
議
長
、

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
走
ら

せ
よ
う
会
の
横
山
会
長

が
玉
串
を
奉
天
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
開
扉
式
が
行
わ

れ
、
出
席
者
が
見
守
る

中
、
内
山
村
長
が
ス
イ
ッ

チ
を
押
し
、
マ
ロ
ン
号

が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
万
江
保
育

園
の
か
わ
い
い
園
児
に

よ
る
「
目
を
覚
ま
せ
ボ

ン
バ
ス
く
ん
」
を
歌
っ

て
式
典
に
花
を
添
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
庫
は
、
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
の
資
料
館
も

兼
ね
て
お
り
、
マ
ロ
ン
号

の
歴
史
や
復
活
作
業
、
活
動
状

況
の
写
真
、
世
界
の
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
な
ど
の
資
料
も
展
示
さ

れ
、
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
環
境

を
目
指
し
、
村
づ
く
り
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ガ
ラ
ス
を
通
し
て
い
つ
で
も

中
の
マ
ロ
ン
号
は
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
通
常
、
車
庫
に
は

鍵
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、

車
庫
内
を
見
学
さ
れ
た
い
場
合

は
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
村
の
マ
ス
コ
ッ

ト
、
マ
ロ
ン
号
に
会
い
に
来
て

く
だ
さ
い
。

す
る
か
と
い
う
戦
略
の
重
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

■
終
わ
り
に

　

安
い
労
働
賃
金
に
よ
る
労
働

者
の
確
保
の
た
め
の
中
国
か

ら
、
市
場
と
し
て
の
中
国
、
こ

れ
か
ら
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
乗

用
車
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
け

る
開
発
の
拠
点
と
し
て
、
世
界

中
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

の
計
画
と
し
て
、
国
産
の
大
型

飛
行
機
の
開
発
や
、
国
際
金
融

セ
ン
タ
ー
の
構
築
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
誘
致
な
ど
壮
大

な
ス
ケ
ー
ル
の
計
画
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
欲
は
と

て
も
貪
欲
で
、
見
習
う
べ
き
も

の
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
観
光
面
に

お
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
の
面
や
モ

ラ
ル
の
面
な
ど
、
日
本
に
お
け

る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（
お
も
て

な
し
の
心
）
の
高
さ
を
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

山
江
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
業
振
興
の
た
め
に
も
、
今

後
は
中
国
な
ど
海
外
と
い
う

タ
ー
ゲ
ッ
ト
も
視
野
に
入
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
販
売
戦
略
や

手
法
を
考
え
る
上
で
も
、
今
回

の
研
修
は
非
常
に
貴
重
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
20
名
も
の

他
の
市
町
村
職
員
と
５
日
間
を

共
に
し
、
交
流
を
深
め
ら
れ
た

こ
と
が
、
自
分
の
今
後
に
お
け

る
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
海
外
研
修

に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
し
、
今
後
の
仕
事

へ
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

熊
本
県
の
山
江
村
出
身
者
で
構
成
さ
れ

る
「
熊
本
丸
岡
会
（
会
長 

田
村
多
利
氏
）」

が
、
平
成
22
年
5
月
23
日
（
日
）
熊
本
市

の
交
通
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
会
員
は
150
名
を
越
え
、
今
回
は
昨

年
よ
り
多
く
約
60
名
（
山
江
村
か
ら
12
名
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
田
村
会
長
が
挨
拶
さ
れ
、
そ

の
後
内
山
村
長
、
田
村
議
会
議
長
、
日
熊

商
工
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
山
江
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
ま

ろ
ん
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。

　

熊
本
丸
岡
会
会
員
で
あ
り
ま
す
恩
師
の

立
野
先
生
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
山
江
村
の

特
産
品
の
販
売
も
行
わ
れ
、
山
江
村
一
色

の
一
日
を
全
員
で
杯
を
交
わ
し
、
ふ
る
さ

と
山
江
村
へ
の
深
い
思
い
を
語
り
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

熊
本
丸
岡
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
県
内
に
山
江
村
出
身
の
親
戚
の

方
、
ま
た
知
り
合
い
の
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
役
場

産
業
情
報
課

企
画
情
報
セ

ン
タ
ー
係
ま

で
ご
連
絡
下

さ
い
。

　

平
成
23
年

度
熊
本
丸
岡

会
は
、
平
成

23
年
5
月
第

4
日
曜
日
に

予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

車
庫
も
そ
っ
く
り

車
庫
も
そ
っ
く
り
! !! !

「
マ
ロ
ン
号
車
庫
」
完
成
！

「
マ
ロ
ン
号
車
庫
」
完
成
！

山
江
村
出
身
者
の
交
流
会

山
江
村
出
身
者
の
交
流
会

平
成
平
成
2222
年
度
熊
本
丸
岡
会
開
催

年
度
熊
本
丸
岡
会
開
催

南京路は多くの人で賑っていました
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「
山
江
中
学
校

「
山
江
中
学
校  

中
体
連
を
振
り
返
っ
て
」

中
体
連
を
振
り
返
っ
て
」

★
田
植
え
体
験
を
し
た
よ
★

★
田
植
え
体
験
を
し
た
よ
★

平
成
平
成
2222
年
度
「
夏
の
青
少
年
健
全
育
成
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」

年
度
「
夏
の
青
少
年
健
全
育
成
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」

　

み
ん
な
、
み
ん
な
の
子
ど
も
で
す 

青
少
年
の
非

行
防
止
は
地
域
全
体
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！ 

　

７
月
と
８
月
の
２
か
月
間
は
、
学
校
が
夏
休
み

に
入
る
こ
と
も
あ
り
、
青
少
年
の
生
活
の
リ
ズ
ム

が
乱
れ
、非
行
に
陥
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会

の
実
情
に
応
じ
た
具
体
的
な
活
動
に
あ
な
た
も
積

極
的
に
参
加
し
て
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
青
少
年

の
非
行
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

趣
旨
： 

青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
に
は
、

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
り

県
民
一
人
ひ
と
り
が
青
少
年
の
た
め
の
社
会
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
内
閣
府

で
は
７
月
を
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国

強
調
月
間
」
と
し
、
青
少
年
の
非
行
・
保
護
の
両

面
に
お
い
て
各
種
取
組
の
実
施
を
呼
び
か
け
て
お

り
、
そ
れ
を
受
け
て
県
で
は
、
７
月
と
８
月
の
２

か
月
間
を
「
夏
の
青
少
年
健
全
育
成
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
」
の
期
間
と
し
、
関
係
機
関
・
団
体
は
も

と
よ
り
県
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
の
も
と

に
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
の
施
策
や
諸
行
事
を
展
開
し
ま
す
。

主
唱
：
熊
本
県
、
熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議 

期
間
：
平
成
22
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
８
月
31

日
ま
で
の
２
か
月
間 

ス
ロ
ー
ガ
ン
：
「
み
ん
な
、
み
ん
な
の
子
ど
も
で
す
」 

重
点
目
標
： 

⑴　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有
害
情
報
へ
の

　
　

適
切
な
対
応 

⑵　

有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応 

⑶　

薬
物
乱
用
対
策
等
の
推
進 

⑷　

不
良
行
為
及
び
初
期
型
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止 

⑸　

再
非
行
（
再
犯
）
の
防
止 

⑹　

い
じ
め
・
暴
力
行
為
等
の
問
題
行
動
へ
の
対
応 

⑺　

青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
被
害
の
防
止 

　

６
月
28
日
に
、山
田
小
学
校
５
年
生
が
総

合
的
な
学
習
で
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
気
も
、み
ん
な
の
田
植
え

の
時
間
だ
け
は
き
れ
い
に
晴
れ
上
が
り
、気

持
ち
も
さ
わ
や
か
に
体
験
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。数
人
は
田
植
機
の
運
転

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、よ
い
思
い
出
と
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

田
植
え
が
初
め
て
と
い
う
子
も
２
／
３

い
て
、初
め
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
田
植
え

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、回
数
を
こ
な
す
度

に
ど
ん
ど
ん
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
ま
し

た
。途
中
で
よ
け
ま
ん
体
験
も
行
い
、Ｊ
Ａ

山
江
婦
人
部
の
方
々
の
手
作
り
の「
み
そ
だ

ご
」「
牛
乳
ゼ
リ
ー
」と「
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
」を

い
た
だ
き
、そ
れ
は
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば

っ
て
い
ま
し
た
。中
に
は「
み
そ
だ
ご
」を
三

個
も
食
べ
た
子
も
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。そ
れ
だ
け
お
い
し
か
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。お
腹
の
満
た
っ
た
後
半
は
、一
列
に

二
〜
三
分
の
速
さ
で
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い

き
、ほ
ぼ
時
間
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
も
ち
ろ
ん
、Ｊ
Ａ
や
青
壮
年
部
の

方
々
の
み
な
さ
ん
の
手
際
の
よ
さ
の
お
か

げ
で
す
。）

　

子
ど
も
た
ち
の
感
想
に
も「
楽
し
か
っ

た
。」「
ま
た
や
り
た
い
。」と
た
く
さ
ん
の
コ

メ
ン
ト
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。本
当
に
、

思
い
出
に
残
る
す
て
き
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
は
中
体
連
が
あ
り
ま
し
た
。今
年

は
、生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の「
信
念　

不
可

能
を
可
能
に
〜
築
こ
う
№
１
の
山
江
中
〜
」

の
も
と
に
、４
月
か
ら
各
部
懸
命
に
練
習
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
見
事
優

勝
、女
子
卓
球
団
体
と
野
球
部
が
３
位
、陸

上
部
が
県
中
体
連
代
表
２
名
と
い
う
形
で

上
位
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、男
子

卓
球
部
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、剣
道
部
も
全

力
を
出
し
切
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
伝
統
を
残
し
て
く
れ
た
3
年
生

を
中
心
と
し
た
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
に
対

し
て
、村
民
の
皆
様
か
ら
も
温
か
い
拍
手
と

言
葉
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
陸
上
部
》

　

２
名
が
郡
代
表
で
県
大
会
に
出
場

　

そ
の
他
、県
の
標
準
記
録
を
突
破
し
た
、

合
計
10
名
が
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

《
野
球
部
》

　

第
３
位

・
１
回
戦
：
山
江
中
４
│
２
深
田
中

・
２
回
戦
：
山
江
中
３
│
０
免
田
中

・
１
回
戦
：
山
江
中
６
│
７
球
磨
中

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
》

　

優
勝
・
県
大
会
出
場

・
１
回
戦
：
山
江
中
４
│
２
一
中

・
準
決
勝
：
山
江
中
11
│
０
相
良
中

・
決　

勝
：
山
江
中
５
│
３
水
上
中

《
女
子
バ
レ
ー
部
》

　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

・
１
回
戦
：
山
江
中
０
│
２
上
中

・
２
回
戦
：
山
江
中
０
│
２
一
良
中

《
剣
道
部
》

　

男
子
団
体
：
予
選
リ
ー
グ
敗
退

・
男
子
個
人
：
ベ
ス
ト
16
に
１
名
進
出

・
女
子
個
人
：
全
員
１
回
戦
敗
退

《
男
子
卓
球
部
》

　

団
体
：
予
選
リ
ー
グ
敗
退

・
個
人
：
ベ
ス
ト
16
に
１
名
進
出

《
女
子
卓
球
部
》

　

団
体
：
第
３
位

・
予
選
リ
ー
グ
１
位
通
過
（
２
勝
１
敗
）

・
準
決
勝
：
山
江
中
１
│
３
錦
中

・
個
人
：
ベ
ス
ト
８
に
２
名
進
出

◎
敗
れ
た
チ
ー
ム
も
、
ど
の
試
合
も
接
戦

の
連
続
で
し
た
。
試
合
態
度
も
立
派

で
、
相
手
校
の
先
生
か
ら
ほ
め
ら
れ
た

部
も
あ
り
ま
し
た
。

◎
陸
上
競
技
の
県
大
会
は
、
７
月
10
・
11

日
に
、
熊
本
市
の
Ｋ
Ｋ
ウ
ィ
ン
グ
で
行

わ
れ
、
強
風
の
中
果
敢
に
自
己
記
録
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

◎
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
、
７
月

24
・
25
日
に
上
益
城
郡
山
都
町
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
上
を
目
ざ
し

て
頑
張
り
ま
す
。
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ふ
れ
あ
い
の
中
で
学
ぼ
う
！

ふ
れ
あ
い
の
中
で
学
ぼ
う
！

山
田
小
学
校
『
親
子
ふ
れ
あ
い
学
習
』
開

山
田
小
学
校
『
親
子
ふ
れ
あ
い
学
習
』
開
催催

万
江
よ
か
と
こ
発
見
！

万
江
よ
か
と
こ
発
見
！

親
子
で
『
万
江
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』
開
催

親
子
で
『
万
江
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』
開
催

　

7
月
4
日
（
日
）、「
山
田
小
学
校
親
子

ふ
れ
あ
い
学
習
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

忙
し
い
中
に
も
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う
こ

と
の
大
事
さ
を
再
認
識
し
、
色
々
な
体
験

活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊

か
に
し
た
い
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
思
い
で
始

め
ら
れ
た
こ
の｢

親
子
ふ
れ
あ
い
学
習｣

は
今
年
で
な
ん
と
21
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
回
の
体
験
は
、
①
朝
ご
は
ん
作
り
、

②
そ
ば
打
ち
体
験
、
③
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
④
レ
ザ
ー
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り
、
⑤

こ
ま
作
り
、
⑥
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
⑦
バ

ン
ブ
ー
ク
ラ
フ
ト
と
い
っ
た
７
つ
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
村
内
外
か

ら
講
師
が
招
か
れ
、
山
田
小
学
校
施
設
を

中
心
に
、
村
内
各
所
で
体
験
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

依
頼
を
受
け
ら
れ
た
講
師
の
方
か
ら
は

「
上
手
く
は
教
え
ら
れ
な
い
け
ど
、
私
で
お

役
に
立
て
る
な
ら
と
思
い
引
き
受
け
て
い

ま
す
。」
と
い
っ
た
あ
り
が
た
い
言
葉
も
い

た
だ
き
な
が
ら
、
全
て
の
コ
ー
ナ
ー
に
お

い
て
事
故
も
無
く
、
親
子
で
ふ
れ
あ
う
和

や
か
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

バ
ン
ブ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
参
加
し
た
児
童

か
ら
は
「
ま
え
は
竹
馬
が
で
き
な
か
っ
た

け
ど
、
今
日
は
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。」

「
特
に
竹
と
ん
ぼ
作
り
が
楽
し
か
っ
た
で

す
。」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
そ
の
保

護
者
か
ら
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
父
親
参

観
で
一
緒
に
作
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
懐
か

し
く
思
い
ま
し
た
。」「
初
め
て
の
参
加
で

竹
馬
・
竹
と
ん
ぼ
を
作
り
ま
し
た
が
、
子

ど
も
と
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
参
加
し
て
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。」
と
い
っ
た
嬉
し
い
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

親
子
で
過
ご
す
大
切
な
時
間
が
徐
々
に

少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
、
親

と
子
と
地
域
の
方
が
一
緒
に
活
動
し
ふ
れ

あ
う
こ
と
の
で
き
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
更

に
長
く
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

５
月
23
日
（
日
）、「
万
江
の
自
然
や
歴
史

と
ふ
れ
あ
い
、
親
子
で
万
江
地
域
の
よ
さ
を

感
じ
よ
う
！
」
と
い
う
目
的
の
も
と
、『
万

江
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は　

１
．
ピ
ザ
・
パ
ン
作
り
コ
ー
ス
、

２
．
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
ス
、
３
．

道
具
作
り
コ
ー
ス
の
３
つ
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
楽
し
く
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ザ
・
パ
ン
作
り
の
コ
ー
ス
で
は
、
手

を
真
っ
白
に
し
な
が
ら
の
生
地
作
り
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
か
な
り
力
の
い
る
作
業

に
、
参
加
し
た
児
童
は
ひ
た
い
に
う
っ
す

ら
と
汗
を
う
か
べ
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に

生
地
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス

で
は
「
パ
ン
や
ピ
ザ
作
り
は
買
う
よ
り
も

手
作
り
な
ら
で
は
の
お
い
し
さ
が
あ
っ

た
。」「
家
で
も
作
っ
て
誕
生
日
に
食
べ
た

り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
た
い
。」
と
い
っ
た

感
想
が
で
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、
あ
い
に
く

の
雨
に
屋
内
か
ら
の
観
察
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
は
豊
か
な
自
然
が
多
く
残
る
万

江
小
学
校
で
す
。
多
く
の
野
鳥
が
観
察
で

き
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
双
眼
鏡

を
の
ぞ
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
講
師
の
先

生
に
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
花
や
鳥
の
写

真
に
も
興
味
津
々
で
し
た
。
参
加
し
た
児

童
か
ら
は
、
普
段
よ
く
目
に
す
る
『
し
ら

さ
ぎ
』
を
双
眼
鏡
で
あ
ら
た
め
て
観
察
し
、

「
と
っ
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。」
と
い
う
感

想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

道
具
作
り
コ
ー
ス
で
は
、
雨
天
の
た
め

外
で
の
活
動
が
で
き
ず
、屋
内
で
「
竹
の
箸
」

と
「
竹
笛
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
慣
れ
な

い
小
刀
と
格
闘
し
な
が
ら
の
竹
箸
作
り
に

「
親
指
が
痛
い
！
」
と
う
っ
た
え
る
児
童
も

い
ま
し
た
が
、
今
年
で
93
歳
を
む
か
え
ら

れ
る
、
万
江
城
内
の
西
孝
さ
ん
の
丁
寧
な

ご
指
導
の
も
と
、
一
人
の
怪
我
も
無
く
、

全
員
が
竹
箸
と
竹
笛
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
参
加
者
か
ら
は
、「
作
っ

た
箸
が
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
て
い
ま
し
た
！
」

と
か
「
竹
笛
を
吹
い
た
ら
ウ
グ
イ
ス
の
鳴

き
声
が
し
て
う
れ
し
か
っ
た
。」
と
い
っ
た

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
が
、
自
分
の
技
術
や
経
験

を
生
か
し
て
万
江
の
良
さ
を
伝
え
て
い
く

こ
の
活
動
は
、
今
年
度
も
大
成
功
を
お
さ

め
ま
し
た
。
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○
サ
ル
の
目
撃
情
報
に
つ
い
て
お
願
い

口
蹄
疫
の
侵
入
防
止
に
向
け
た
ご
協
力
の
お
願
い

※
終
息
に
向
か
っ
て
い
た
口
蹄
疫
で
す
が
、
7
月
4
日
夜
に

宮
崎
市
内
で
疑
似
患
畜
が
確
認
さ
れ
た
た
め
山
江
村
で
は
引

き
続
き
防
疫
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

宮
崎
県
で
発
生
し
て
い
る
口
蹄
疫
は
、
先
週
新
た
に
都
城

市
、
日
向
市
、
宮
崎
市
の
畜
産
農
家
に
拡
大
し
、
極
め
て
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
、
本
県
で
口
蹄
疫
が

発
生
す
れ
ば
、
畜
産
農
家
の
方
々
に
と
っ
て
、
家
畜
の
殺
処

分
や
埋
却
を
は
じ
め
と
し
て
多
大
な
苦
痛
が
生
じ
る
だ
け
で

な
く
、
他
の
県
民
の
方
々
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
も
、

計
り
知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
県
内
に
は
一
頭
た
り
と
も
発
生
さ
せ
な
い
と
の

強
い
覚
悟
と
挙
県
一
致
の
体
制
で
、
本
県
へ
の
口
蹄
疫
侵
入

を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し
て
、
村
内
畜

産
農
家
の
方
々
並
び
に
村
民
の
皆
様
、
本
村
へ
の
訪
問
を
予

定
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に
お
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
敷
地
及
び
畜
舎
の
消
毒
の
徹
底

　

畜
産
農
家
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
敷
地
及
び
畜
舎
に
外
部

の
人
を
立
ち
入
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
止
む
を

得
ず
立
ち
入
ら
せ
る
場
合
は
、
消
毒
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
役
場
で
も
口
蹄
疫
の
終
息
宣
言
が
な
さ
れ
る
ま

で
は
消
石
灰
や
炭
酸
ソ
ー
ダ
の
配
布
を
随
時
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
受
け
取
ら
れ
た
農
家
の
方
は
入
り
口
周
辺
で
の
散

布
や
靴
裏
消
毒
用
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

○
発
生
地
域
訪
問
の
自
粛

　

村
民
の
皆
様
は
口
蹄
疫
が
発
生
し
て
い
る
地
域
へ
の
訪
問

は
、
で
き
る
だ
け
自
粛
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
止
む
を
得
ず
訪
問
す
る
場
合
で
も
、
畜
舎
や
畜
産
関
係

施
設
等
に
は
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
車
両
消
毒
へ
の
ご
協
力

　

6
月
12
日
付
け
で
、
熊
本
県
は
口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法

の
第
4
条
地
域
指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
宮
崎
県
境
を
中

心
に
県
が
設
置
す
る
消
毒
ポ
イ
ン
ト
に
お
け
る
全
車
両
の
消

毒
が
、
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
江
村
で
は
、
近
年
サ
ル
の
被
害
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
対
策
と
し
て
駆
除
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
サ
ル
は
群

れ
で
移
動
し
て
お
り
、
危
険
を
感
じ
る
と
素
早
く
逃
げ
て
し

ま
う
た
め
、
被
害
が
発
生
し
た
後
で
は
効
果
的
な
対
処
が
出

来
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
日
頃
よ
り
サ
ル
の
生
息
域

の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
サ
ル

の
目
撃
情
報
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

　

サ
ル
を
目
撃
さ
れ
た
場
合
は
、
役
場
産
業
情
報
課
へ
下

記
の
よ
う
な
内
容
を
お
知
ら
せ
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

目
撃
情
報
内
容
に
つ
い
て

１　

日　
　

時

２　

場　
　

所

３　

お
お
よ
そ
の
頭
数

　
　

（
子
ど
も
の
有
無
）

４　

移
動
し
て
い
っ
た
方
向

５　

目
撃
時
の
行
動

連
絡
先　

産
業
情
報
課　

林
政
係

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
６
６
―
２
３
―
３
１
１
３
（
直
通
）

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
６
６
―
２
４
―
５
６
６
９

八代年金事務所出張相談所
　下記の日程により、八代年金事務所の出張相談が行われます。
　年金についてお困りのことや、わからないことがありましたらご
利用ください。

日　　　時 場　　　所
７月22日㈭ 9時40分～15時20分 健康保険人吉総合病院
８月  5日㈭ 〃 多良木町役場

19日㈭ 〃 健康保険人吉総合病院
26日㈭ 〃 　　　　　〃

９月  2日㈭ 〃 多良木町役場
16日㈭ 〃 健康保険人吉総合病院
30日㈭ 〃 　　　　　〃

※予約制になります。
〈お問合せ先〉八代年金事務所☎ 0965-35-6123

県
境
等
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て
、

十
分
な
車
両
の
消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
24
時
間
対
応
の
消
毒
ポ
イ

ン
ト
を
8
ヶ
所
か
ら
9
ヵ
所
に
増
設
し

て
い
ま
す
。
村
内
で
も
自
主
消
毒
と
し

て
県
道
を
中
心
に
消
石
灰
の
散
布
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程

お
願
い
し
ま
す
。

○
靴
裏
消
毒
へ
の
ご
協
力

　

公
共
施
設
に
お
い
て
、
施
設
の
出
入

口
に
消
毒
マ
ッ
ト
の
設
置
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま

る
施
設
に
お
い
て
も
、
消
毒
を
行
っ
て

い
た
だ
く

よ
う
ご
協

力
よ
ろ
し

く
お
願
い

し
ま
す
。

　口蹄疫に関して不安等がありましたら下記問い合わ
せ先にご連絡ください。
山江村役場産業情報課農政係畜産担当0966-23-3113
熊本県城南家畜保健衛生所0966-22-3814
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インターネットTV「やまえ村民てれび」　検索　http://ystv.vill.yamae.lg.jp/
「やまえ村民てれび」は、「マロンてれび」の協力によりVTRの取材・収録・編集を行っています。
みなさんの世界へ向けて発信したい情報、お待ちしております。　

山江村を全世界に動画で発信するインターネットTV番組｢やまえ村民てれび｣
その中でお伝えしている内容の一部を掲載します。

マロンてれび7月号

～ ～～ ～

お問い合わせ　やまえ村民てれび管理者　山江村役場産業情報課企画情報センター係　℡0966-23-3112

８区スポーツの試み
　８区でのスポーツの取り組みを取材
しました。皆さん元気に活動しておら
れます。

オープニング
　今月号は山江村中学校図書室より
お送りします。ゲストも多数参加して
いただきました

おひさま
　様々な現場で活躍しておられるおは
なしグループ「おひさま」。優しい語りに
癒されます。

球磨弁講座
　毎回お送りしています球磨弁講座。
今月は「しゃんもで」です。

８月号配信予定…　・中体連　　　・元気な高齢者インタビュー　　　・球磨弁講座
※マロンてれびの収録番組をケーブルテレビに掲載しています。
　「私達の活動を紹介したい」と希望される団体・グループ等がありましたら是非ご連絡ください。一緒に番組を作りませんか？

※

配
信
予
定
の
事
例
は
諸
事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ケーブルテレビからのお知らせケーブルテレビからのお知らせ

　まろんチャンネル ( 山江村自主放送 ) で放送した映
像を、ＤＶＤに保存されたいという方のご要望にお
応えして、ダビングを受け付けます。手数料は下記
のとおりです。
　ダビング手数料（ＤＶＤ１枚ごと）
　　　　　　　　（ＤＶＤビデオ形式となります）

ダビング時間 手数料

３分まで ７００円

１０分まで １，０００円

３０分まで ２，０００円

（DVDメディアはケーブルテレビで用意いたします。）

ケーブルテレビ使用料について
　毎月、月末までに納付をお願いします。または引き
落としは月末となります
　３ヶ月以上、使用料が未納となった場合には、ケー
ブルテレビ配信を停止することがあります。未納のあ
る方は、納付をお願いします。

まろんチャンネルのＤＶＤダビングを受け付けます

番組へのご意見やご要望、取材依頼などを随時お受けしています。

詳しくは、ケーブルテレビセンターにご相談ください
ケーブルテレビセンター　　ＴＥＬ ２２－８８０８
　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ ２２－８８１８
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地域包括支援センターだより
今回は、「閉じこもり予防」についてです。心身のさまざまな機能が低下する閉じこもり。

困ったり、悩んだときは一人で悩まず
ご相談ください。
２３－２２３２　担当：山浦・蕨野・迫田

❶ 運動機能
運動不足で筋力が低下、
関節こう縮（柔軟性低下）。

❸ 心肺機能
心肺機能低下や、立つときに
めまいを起こす　などを招く。

❷ 消化機能
食欲不振、消化機能低下により、
栄養状態が悪化し、免疫力低下。

❹ 行動意欲
興味や関心を失うと、精神的・
知的刺激が欠乏する。

狭い行動範囲と過度の安静が下地となり、4つの機能が低下

やがて心身は、歩けない /うつ /低栄養 /口腔機能の低下
など、日常生活さえ困難な状態に

そして、寝たきりや認知症に

閉じこもりは、必ずしも悪化していくばかり
ではありません。改善が十分に望めます！外
へ出る楽しみや喜びを見つけ、仲間を増やし
て、お出かけの機会を増やしましょう。

いつまでも元気でいていただくためには「介護予防」が大切です !!

平
成
平
成
2222  

年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

新
任
人
権
擁
護
委
員
で
す
。

新
任
人
権
擁
護
委
員
で
す
。

よ
ろ
し
く
！

よ
ろ
し
く
！

問い合わせ先：平成22年国勢調査山江村実施本部
　　　　　　　（山江村役場総務課内）

詳しくは、平成 22年国勢調査広報サイト
「国勢調査 e- ガイド」をご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/
kouhou/index.htm

　

平
成
22
年
10
月
１
日
、
５
年
に
１
度
の

国
勢
調
査
を
全
国
い
っ
せ
い
に
行
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
、
世
帯
、

就
業
者
か
ら
み
た
産
業
構
造
な
ど
の
状
況

を
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ

れ
る
も
の
で
、
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調

査
で
す
。
特
に
今
回
は
、
我
が
国
が
本
格

的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る

最
初
の
国
勢
調
査
で
あ
り
、
日
本
の
未
来

を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
調
査
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う

に
見
守
り
、
も
し
人
権
を
侵
さ
れ
た
人
が

い
た
場
合
に
は
、
相
談
相
手
に
な
っ
て
適

切
な
処
置
を
講
じ
、
人
々
の
間
に
正
し
い

人
権
の
考
え
方
を
広
め
、
自
由
人
権
思
想

の
啓
発
に
努
め
る
た
め
、
今
回
新
任
の
委

員
に
勝
山
厚
子
さ
ん
（
山
田
合
戦
峰
）
が
4
月
1
日
付
で
辞
令
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

尚
、
永
年
勤
め
ら
れ
た
勝
本
フ
ミ
カ
さ
ん
（
山
田
井
出
口
）
は
3

月
末
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
永
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

？？
▼

▼

▼
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上
下
水
道
係
だ
よ
り

上
下
水
道
係
だ
よ
り

固
定
資
産
税
額
の
変
更
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
額
の
変
更
に
つ
い
て

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る　
　

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る　
　

　
　

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

　
　

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

「
や
ま
え
夏
ま
つ
り
」
は
中
止
に

「
や
ま
え
夏
ま
つ
り
」
は
中
止
に

農
業
集
落
排
水
事
業
の

　
　
　
　

加
入
促
進
に
つ
い
て

　

排
水
設
備
工
事
は
、
お
済
み
で
す
か
？

　

農
業
集
落
排
水
に
接
続
し
ま
す
と
農
業

用
水
・
生
活
環
境
・
川
な
ど
を
き
れ
い
な

環
境
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
江
村

で
は
、
排
水
設
備
の
普
及
促
進
・
農
村
環

境
の
改
善
の
た
め
、
処
理
区
域
内
で
排
水

設
備
を
個
人
宅
に
新
設
又
は
改
造
す
る
方

に
、
工
事
に
要
す
る
資
金
に
対
し
て
、
村

が
融
資
の
あ
っ
せ
ん
及
び
利
子
の
補
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。
融
資
先
は
Ｊ
Ａ
が
取
り

扱
っ
て
お
り
、
限
度
額
・
償
還
期
間
は
次

の
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

区　

分
：
農
業
集
落
排
水
設
備
資
金

　

融
資
限
度
額
：
７
０
０
，
０
０
０
円

　

償
還
期
間  

：
60
ヶ
月
以
内

※
融
資
・
申
請
様
式
の
記
入
方
法
で
、
不

明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
課
上
下

水
道
係
（
２
３
│
６
４
４
９
）
も
し
く
は

Ｊ
Ａ
球
磨
山
江
店
（
２
３
│
２
３
０
４
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

山
江
村
で
は
、
平
成
19
年
度
を
も
っ
て

地
籍
調
査
が
終
了
し
、
今
年
度
中
に
登
記

が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
固
定
資
産
税
は
一
部
を
除
き
、
地

籍
調
査
前
の
旧
面
積
を
元
に
課
税
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
23
年
度
か
ら
地
籍
調
査
に

よ
る
新
面
積
で
課
税
す
る
予
定
で
す
。

　

土
地
に
よ
っ
て
は
地
籍
調
査
後
の
新
面

積
が
10
倍
程
度
に
縄
伸
び
し
た
土
地
も
あ

り
、
税
額
が
大
幅
に
変
化
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
免
税
点
（
土
地
は
課
税
標

準
額
30
万
円
）
以
下
だ
っ
た
土
地
が
、
新

面
積
へ
移
行
し
た
と
き
に
免
税
点
を
越
え

る
た
め
、
来
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
賦

課
さ
れ
る
土
地
も
発
生
し
ま
す
。
特
に
共

有
地
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
課
税
さ
れ
る

場
合
、
事
前
に
代
表
者
を
選
出
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
税
務
課
で
は
試
算
を
行
い
、
広

報
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
、
お
知
ら

せ
を
行
い
ま
す
。

　

㈶
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
・

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦

で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を

訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
事
業
実
施
20
周
年
記

念
事
業
と
し
て「
洋
上
慰
霊
」を
実
施
す
る
。

　

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
8
万
円
。

　

日
程
等
の
詳
細
は
㈶
日
本
遺
族
会
事
業

課
事
業
係
☎
０
３
─３
２
６
１
─５
５
２
１

内
線
３
６
５
６
〜
8
ま
で
。

　

お
申
込
は
、
お
住
ま
い
の
各
都
道
府
県

遺
族
会
へ
。

〈
実
施
地
域
〉

①
旧
満
州　
　
　
　
　
　

②
旧
ソ
連

③
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

④
中
国

⑤
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

⑥
フ
ィ
リ
ピ
ン

⑦
ト
ラ
ッ
ク
諸
島　
　
　

⑧
パ
ラ
オ
諸
島

⑨
ソ
ロ
モ
ン
諸
島　

⑩
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島

⑪
ミ
ャ
ン
マ
ー　
　
　
　

⑫
イ
ン
ド

⑬
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑭
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

⑮
洋
上
慰
霊

生
ご
み
処
理
機
購
入
に
補
助
金
を
支
給

　

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
、
山

江
村
で
は｢

生
ご
み
処
理
機
」
を
設
置
さ

れ
る
方
に
購
入
金
額
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
こ
の
生
ご
み
処
理
機
は
、
生
ご
み
の

処
理
を
目
的
と
し
た
乾
燥
等
の
機
能
を
有

す
る
機
器
と
し
て
、
家
庭
か
ら
搬
出
さ
れ

る
生
ご
み
の
減
量
化
ま
た
は
堆
肥
化
の
機

能
を
有
す
る
も
の
で
す
。

　

補
助
金
額
は
一
世
帯
に
1
台
と
し
、
購

入
価
格
の
３
分
の
１
以
内
で
、
限
度
額
は

１
５
，
０
０
０
円
で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
見
積
書
と
カ
タ
ロ

グ
を
用
意
さ
れ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
交

付
決
定
後
、
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

申
請
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生

係
で
受
け
付
け
ま
す
。

健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
☎
２
４
─１
７
０
０

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
管
理
を
！

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏
季
を
迎
え
ま
す
。

夏
は
節
水
も
心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
水
分
の
多
い
生
ご
み
も
大
変
で
す
。

　

生
ご
み
は
水
分
を
切
り
、
し
っ
か
り
と

ご
み
袋
の
口
を
結
ん
で
く
だ
さ
い
。
水
き

り
は
、
焼
却
燃
料
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

　

夏
場
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
あ
る
ご
み
袋
の
中
に
ウ
ジ
が
わ
い
た
り
、

ご
み
袋
か
ら
水
分
が
漏
れ
て
悪
臭
が
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
利
用
者
の
方
々
で
定
期
的
に

清
掃
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

家
庭
ご
み
の
野
焼
き
禁
止
に
つ
い
て

　

家
庭
ご
み
の
野
焼
き
は
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
野
焼
き
は
、
猛

毒
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
し
た
り
火
災

の
危
険
、
近
所
迷
惑
の
一
因
に
な
り
ま
す
。

　

焼
却
禁
止
に
違
反
し
た
場
合
は
、
３
年

以
下
の
懲
役
、
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

刑
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
平
成
22
年
度
「
や

ま
え
夏
ま
つ
り
」
が
、
今
年
は
口
蹄
疫
の

影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

8
月
の
開
催
に
向
け
、
６
月
10
日
に
実

行
委
員
会
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

が
、
宮
崎
県
の
口
蹄
疫
が
依
然
終
息
し
な

い
状
況
を
受
け
、
協
議
し
た
結
果
、
自
粛

す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
、
燃
や
さ
な
い
で
可
燃
袋

（
赤
）
に
い
れ
て
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
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平成22年度から国民健康保険税の税率が変わります！

　山江村社会福祉協議会では、宮崎県各地で発生した口蹄
疫により被害を受けた畜産農家の方を支援するために、義
援金の受付をしております。
　皆様よりいただいた義援金は、宮崎県共同募金会へ全額
送金し、義援金配分委員会で決定した畜産農家に配分され
ます。ご協力をお願いいたします。

～締切日～　7月 30 日（金）まで

※義援金は、山江村社会福祉協議会へお持ちいただくか、
下記の口座へ送金をお願いします。

《ゆうちょ銀行から送金される場合》
　　　記　号：０１７４０－９　　番　号：６９９９８
　　　口座名：社会福祉法人宮崎県共同募金会

《ゆうちょ銀行以外の金融機関から送金される場合》
　　ゆうちょ銀行　　一七九店　（店番号　１７９）
　　当座預金　００６９９９８
　　口座名：社会福祉法人宮崎県共同募金会
　
どちらの場合でも、送金手数料は無料です。

お問い合わせ先
山江村社会福祉協議会
ＴＥＬ２８－３５５６　２４－１５０８（無料電話共通）

　国民健康保険にご加入の皆様におかれましては、日
頃より本村の税行政につきましてご協力頂き感謝申し
上げます。
　このたび、税率が変更になりますのでお知らせいた
します。
○平成２２年度国民健康保険税の税率
　国民健康保険税は、「医療分」「後期高齢者支援分」「介
護分」の３本立て方式です。今年度は、「医療分」の均
等割（１人あたりにかかる保険税）が１期あたり250
円（年額2,500円）の引き上げになります。

《改正前》 《改正後》
医　療　分 医　療　分
所得割 10.00% 所得割 10.00%
均等割 20,000 円 均等割 22,500 円
平等割 30,000 円 平等割 30,000 円
介　護　分 介　護　分
所得割 2.80% 所得割 2.80%
均等割 8,000円 均等割 8,000円
平等割 6,500円 平等割 6,500円
支　援　分 支　援　分
所得割 2.20% 所得割 2.20%
均等割 6,000円 均等割 6,000円
平等割 4,000円 平等割 4,000円

＊国民健康保険税は、毎年税率を検討しています。そ
れは、過去３年間の平均医療費から、保険税で賄う医
療費を算出し、税率を検討していくものです。
　このたびは、最近の医療費の増加に伴い、必要な保
険税に不足分が生じたため、税率を改正いたしました。
ご理解のほど、よろしくお願いいたします。
◆◆国民健康保険税の限度額の変更について◆◆
　平成22年度は、条例の改正による限度額の変更が
あります。

(変更前）　　　　　　　　　　(変更後）

＊限度額の合計は、７３万円になります。
★限度額とは？→国民健康保険税における納付税の最高額です。

医療分
（0～74歳）
限度額　47万円

後期高齢者支援金分
（0～74歳）
限度額　12万円

介護分
（40～64歳）
限度額　10万円

医療分
（0～74歳）
限度額　50万円

後期高齢者支援金分
（0～74歳）
限度額　13万円

介護分
（40～64歳）
限度額　10万円

税務課からのお知らせです。
　平成 22 年４月から、失業者が安心して医療にかか
れるよう、国民健康保険税を軽減する制度が開始され
ました。
◆対象となる方◆
＊平成 21 年３月 31 日以降に離職し、離職日において
　65 歳未満の方（非自発的失業者の方に限ります。）
◆軽減内容◆　
＊非自発的失業者の保険税については、前年分の給与

所得金額を30／ 100に減額して計算します。
（ただし、給与所得に限ります。）
◆申請に必要なもの◆
＊雇用保険受給資格者証　　　＊印鑑

◆その他◆
＊雇用保険受給資格者証の理由欄によ
り、　減免の対象になるかを判断します。
・「特定受給資格者」→離職理由コードが、11、12、
　　　　　　　　　　　21、22、31、32の方
・「特定理由離職者」→離職理由コードが、23、33、
　　　　　　　　　　　34の方
＊雇用保険受給資格者証をお持ちでない方は、減免
の対象となりませんのでご注意ください。
＊非自発的失業者…会社の都合により失業された方。

減免を受けるためには、申請が必要です。
税務課窓口にて受け付けております。
山江村役場税務課　ＴＥＬ：２３－５６９２（直通）
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尾方　　蓮 (光則 ) 第 8区

落合ななみ (広樹 ) 第 4区

桑原　聖起 (徹 ) 第 2区

恒松　大輝 (朋子 ) 第 5区

平川　友貴 (勝 ) 第 13区

藤本　崇矢 (一彦 ) 第 2区

村上　可純 (陵 ) 第 8区

森田　陽登 (政広 ) 第 9区

吉田　心春 (和彦 ) 第 13区

吉松　優介 (章一 ) 第 6区

　（敬称略・あいうえお順）

水分補給と体調管理で暑い夏を乗り切ろう
～夏場の脳梗塞に注意～

　これから、「夏本番」となり、連日暑い日が続くと思わ
れます。たくさん汗をかいて、体内の水分が多量に失わ
れることになります。特に加齢にともない、体の細胞内
の水分量が減少することや、のどのかわきを感じにくく
なることなどから、高齢者は脱水を起こしやすくなって
います。脱水は、意欲の低下などを起こしたり、脳梗塞
や心筋梗塞の引き金になるなど、とても危険な状態です。
　また、これまで脳血管疾患は冬に多いと言われてきま
した。確かに冬場も多く見られますが、脳梗塞は夏場に
多く見られます。夏は汗をたくさんかくため、脱水症状
をおこしやすく血液が濃縮されやすくなります。すると
血液の粘度が増し、血の塊ができやすくなるといわれて

います。
　夏は就寝時の発汗量が多くなって血液が濃縮され、血
液がドロドロになります。就寝前に水分を補給し、また
起床後は、早めに水分を取るように心がけて下さい。

★予防法★
①水分の補給を十分行うことが大切です。（１日２Ｌは
摂取しましょう）

　今の時期は、キュウリやトマト、スイカなど水分を多
く含む野菜類も旬を迎えています。飲み物だけでなく、
夏野菜や旬の果物で水分補給されるといいでしょう。
また、汗により塩分も失われるので、塩分の補給も忘
れずにしましょう。

②炎天下の外出もできるだけ避け、外出する時間帯も考
慮しましょう。

③夏バテは急激な気温の変化によって起こりやすいの
で、冷房を使いすぎたり、冷たいものの取りすぎに注
意しましょう。

国民健康保険からのお知らせ
○腎臓って何をするところ？
　心臓からは１分間に約５Lの血液が大動脈に送り出されていますが、この
うち約１L（約１/５）もの血液が腎臓へと流れています。
　これは全身の臓器で作られた老廃物を腎臓から尿に捨て、きれいになっ
た血液を心臓に戻すという大切な役割を担っているためです。
　腎臓の働きにより私たちの血液はいつもきれいな状態に保たれ、健康に
過ごすことが出来るのです。

○腎臓が悪くなると？
　腎臓の働きが正常の半分以下になると「腎不全」という状態になります。
　・腎不全はこうして進みます。

腎臓が悪くなる
↓ 自覚症状はほとんどありません。

たんぱく尿、血尿
↓

腎不全、むくみ、高血圧、心不全 食欲不振・はきけ・頭痛・不眠・だるさ
↓

尿毒症 血液中に老廃物（毒素）が溜まります。
↓

意識障害、昏睡
○自分の腎臓は？
　腎臓病は末期に至るまで自覚症状がほとんどありません。腎臓の異常を
早い時期に発見できれば、適切な治療によって病気の進行を遅らせ、腎不
全になるのを防止することができます。
　自分の腎臓の状態は特定健診の結果から知ることが出来ます。
　腎臓病を予防するためにも特定健診を受診して、自分の腎臓の状態を把
握し、日常生活の管理をしましょう。

介護保険制度シリーズ（62）

　介護給付費通知書を４ヶ月に１度ほど
送付しております。これは、実際に利用
したサービス内容についてお知らせする
通知になります。
　通知書が届いたら、サービスを利用し
た年月が合っているか、サービスを提供
した事業所に間違いはないか、利用者負
担額と領収書と相違はないかなどを確認
しましょう。不正な請求を防ぐことがで
きる場合もあります。
　記載内容に間違いがあるときは、担当
のケアマネジャーか健康福祉課福祉係ま
でおたずね下さい。
※健康福祉課福祉係

２３－３９７８（直通）

歯科検診で虫歯のなかったお友達歯科検診で虫歯のなかったお友達

　今回むし歯があったお子さんは早めに治療をしましょう。

　子どもさんの歯科検診の結果治療しなければならない
むし歯がなかったお子さんです。（治療中の人を除く）
歯みがき ､仕上げ磨き、おやつの工夫など親子で頑張り
ました。

介護給付費通知書の記載内容を
確認しましょう!!

5歳児歯科検診（平成22年6月18日実施）
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information

★
お
知
ら
せ
★

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
も
う
半
年
過
ぎ
ま
し
た
。
稲
の

成
長
も
著
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
田
ん
ぼ
も
緑
色
の

じ
ゅ
う
た
ん
に
変
わ
り
ま
し
た
。
七
月
は
、
楽
し
い
夏
休

み
も
待
っ
て
い
ま
す
。
雲
の
様
子
、
風
の
匂
い
、
土
の
感

触
。
た
く
さ
ん
の
自
然
に
触
れ
る
こ
と
も
一
つ
の
勉
強
で

す
。
分
か
ら
な
い
虫
の
名
前
や
雲
の
形
、
星
の
名
前
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
図
書
室
に
来
て
調

べ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

★
新
作
入
荷
★　

文
芸
の
ま
ん
が
シ
リ
ー
ズ
を
入
荷
！

「
た
け
く
ら
べ
」「
坊
ち
ゃ
ん
」「
走
れ
メ

ロ
ス
」
な
ど
、
計
15
作
品
を
漫
画
化
し
た

も
の
で
、
読
み
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
ま

す
。
是
非
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ハートブックデイハートブックデイ
毎週月曜日は毎週月曜日は
心広がる読書の日心広がる読書の日
ひとときを　読書でひとときを　読書で
過ごしましょう過ごしましょう

図書室図書室
　だより　だより
山江村歴史民俗資料館図書室

開館時間：朝 9：00 ～夕方 5：00
休　館　日：祝日

環境いろはカルタ紹介
　平成 20 年度「人吉球磨環境協議会」の方たちが、カルタ遊び
を通して地球温暖化を考えるきっかけ作りになればという思い
で、「環境カルタ」を作成されました。前回に続き紹介します。

     
  

◎かるたのイラストは、熊本県立球磨工業高校美術部の学生によ
るものです。

れ
冷
暖
房
設
定
温
度
は

　

夏
28
℃　

冬
20
℃

そ
そ
れ
か
ら
は　

パ
パ
も

　

こ
ま
め
に　

電
気
消
し

つ
つ
い
忘
れ
て
い
た 

マ
イ
バ
ッ
グ 

　
今
で
は
私
の
必
需
品

ね
寝
る
前
に　

も
う
一
度
点
検

　

コ
ン
セ
ン
ト

若
い
方
の
お
仕
事
探
し
を
お
手

伝
い
し
ま
す
！

　

県
で
は
、
４
月
か
ら
球
磨
地
域
振
興
局
３
階

に
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
就
職
に
関
す
る
ご
相
談
等
に
つ

い
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
利
用
で
き
る
方
】

○
お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
方
又
は
保
護
者
の
方

○
学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先
生
方

【
お
手
伝
い
の
内
容
】

○
就
職
に
関
す
る
相
談

○
職
業
適
性
診
断

○
求
人
に
関
す
る
情
報
提
供
・
求
人
の
開
拓

○
出
前
相
談

連
絡
先　
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
」

　

☎
０
９
６
６
─２
２
─０
５
５
５

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
職
員
採

用
試
験
が
行
わ
れ
ま
す

１
、
採
用
予
定
人
員

　

受
験
資
格
学
歴
は
、
高
校
卒
業
（
見
込
）

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者

○
一
般
職
員　

５
名
程
度

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

○
救
急
救
命
士　

２
名
程
度

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

２
、
第
１
次
試
験

　

平
成
22
年
９
月
19
日
（
日
）

３
、
申
込
受
付
期
間

　

平
成
22
年
７
月
26
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
22
年
８
月
13
日
（
金
）
ま
で

４
、
受
験
申
込
書
配
布
場
所
及
び
問
合
せ
先

　

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　

〒
８
６
８
─０
０
８
３

　

熊
本
県
人
吉
市
下
林
町
１
番
地

　

☎
【
代
表
】（
０
９
６
６
）
２
２
─５
２
４
１

　

 

【
直
通
】（
０
９
６
６
）
２
２
─５
４
６
９

直
通
の
場
合
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
後
に

「
２
２
２
」又
は「
２
２
３
」を
押
し
て
下
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.fire119-hitosho.com

※
受
験
資
格
要
件
等
こ
の
他
に
も
注
意
事
項
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
人
吉
下
球

磨
消
防
組
合
職
員
の
採
用
試
験
要
綱
を
ご
覧

下
さ
い
。

平
成
22
年
度
消
防
設
備
士
試
験
の
ご
案
内

１
、
試
験
日
及
び
種
類

⑴
第
１
回
試
験
：
平
成
22
年
９
月
５
日
（
日
）

　

・
甲
種　

特
類
・
第
１
・
２
・
３
・
４
・
５
類

　

・
乙
種　

第
１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
類

⑵
第
２
回
試
験
：
平
成
22
年
９
月
12
日
（
日
）

　

・
甲
種　

第
１
・
２
・
３
・
４
・
５
類

　

・
乙
種　

第
４
・
６
・
７
類

２
、
試
験
会
場

　
　

開
新
高
校
（
熊
本
市
大
江
６
丁
目
１
─33
）

３
、
願
書
受
付
期
間
等

⑴
受
付
期
間　

平
成
22
年
７
月
28
日
（
水
）
〜

　

８
月
６
日
（
金
）（
9
：
00
〜
16
：
30
）

郵
送
の
場
合
は
８
月
６
日
の
消
印
の
あ
る
も

の
ま
で
有
効
。

⑵
受
付
場
所

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

熊
本
市
九
品
寺
１
丁
目
11
─４

　

県
教
育
会
館
４
階

　

☎
：
０
９
６
─３
６
４
─５
０
０
５

　

℻
：
０
９
６
─３
７
２
─２
９
７
３

⑶
そ
の
他　

受
験
願
書
が
本
年
度
か
ら
変
更
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
受
験
案
内
を
十
分
に
確

認
し
て
下
さ
い
。
平
成
22
年
４
月
か
ら
電
子

申
請
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

４
、
願
書
請
求
及
び
問
合
わ
せ
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、

　

最
寄
の
消
防
局
・
各
消
防
本
部
（
消
防
署
）

　

県
危
機
管
理
・
防
災
消
防
総
室

　2010年は国民
読書年です。読
書は人生を豊か
にします。本に
触れ合う一年にし
ていきましょう。

募集種目 資格 受付期間 試験期日

陸上自衛官（看護） 看護免許を有し、保健師、助産師免許を
有する者（見込含）で、36歳未満の者 ９月６日～10月１日 11月20日

航空学生 高卒（見込含）21歳未満の者 ８月１日～９月10日 ９月23日
看護学生 高卒（見込含）24歳未満の者 ９月６日～10月１日 10月23日
一般曹候補生 18歳以上27歳未満の者 ８月１日～９月10日 ９月18日

自衛官候補生 男子 18歳以上27歳未満の者 年間通して受付 受付時連絡
女子 18歳以上27歳未満の者 ８月１日～９月10日 ９月26～29日

防衛大学校学生 推薦 高卒（見込含）21歳未満の者
※高等学校長の推薦等が別途必要 ９月６日～９月９日 ９月25・26日

一般 高卒（見込含）21歳未満の者 ９月６日～10月１日 11月６・７日
防衛医科大学校学生 高卒（見込含）21歳未満の者 ９月６日～10月１日 10月30・31日
※詳細については、自衛隊地方協力本部人吉地域事務所（TEL22 － 4704）へお問い合わせ下さい。

平
成
22
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内
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英会話

Chestnut（栗）のYamame（やまめ）と

アレックス先生

～アレックス先生のワンポイントレッスン～

今回は、ワールドカップにちなんだ会話です。

今回のワンポイント！はWhat are you up to?（何してる?）
友達などに使えるフレーズです。アメリカでも多くの人が使ってますよ。

　山江の皆さんこんにちは。夏も来て、楽しく過ごされてい
ることでしょう。わたしも、日本に来て１年が経とうとして
います。いつもが驚くことばかりです。これからの一年は皆
さんと一緒に、より素晴らしい年にしたいです。

：Hey Yamame-kun! What are you up to? 

：I’m watching the World Cup!

：Really? Do you like soccer? 

：I do! I play it every day. 

：Me too! We should play together some time.

：That sounds fun! I play as the goal keeper. 

What about you?

：I play the ball!

：・・・

（やあ　ヤマメ君！何してるの ?）

（ワールドカップを見てるよ！ ）

（そうなの ?　サッカー好き ?）

（好きさ！毎日サッカーしてるし）

（わたしもよ。いつか一緒にサッカーしましょう。）

（いいねえ。じゃあ僕はゴールキーパーをする。きみは？）

（私はボールをするわ！）

ヘ イ ゥワット ア ー ユ ー

ワ ー ル ド

アップトゥ

カップ

ヤ マ メ － ク ン

アイム

レ ア リ ー

アイ

アイプレイ ザ ボール

ミー

ザ ッ サ ウ ン ズ

ゥワット ユ ーアバウ（ト）

ファン アイ アズ ザ ゴール キ ー パ ープレイ

トゥ ウィ シュッ（ド）

アイプレイ

プレイ トゥギャザー サ ム タイム

エ ブ リ デ イドゥ イット

ドゥ ユ ー ライク サ ッ カ ー

ウォッチング ザ

いかがでしたか？　次回もお楽しみに

ゥワット  アー ユー アップ トゥ

【
耕
墨
会　

中
国
水
墨
画
作
品
展
】

　

去
る
五
月
十
八
日（
火
）か
ら
六
月
十
九
日

（
土
）ま
で
、｢

耕
墨
会　

中
国
水
墨
画
作
品
展｣

を
開
催
し
ま
し
た
。　

耕
墨
会
水
墨
画
講
師
の

田
山
耕
一
先
生（
あ
さ
ぎ
り

町
在
住
）の
作
品
を
は
じ

め
、あ
さ
ぎ
り
町
文
化
協
会

員
二
十
名
の
作
品
、約
八
十

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
水
墨
画
は
奥
が
深

く
、『
こ
の
岩
山
の
向
こ
う

は
ど
ん
な
風
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
』『
こ

の
水
の
中
に
は
ど
ん
な
生
物
が
住
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
』と
思
わ
せ
る
よ
う
な
作
品
で
あ
る

こ
と
が
魅
力
的
な
と
こ
ろ
で
す
。今
回
の
展
示

会
は
、ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
思
い
が
馳
せ
る
作

品
が
並
ぶ
作
品
展
で
し
た
。

　

ま
た
、開
催
期
間
中
の
六
月
五
日（
土
）に
行

わ
れ
た
中
国
水
墨
画
体
験
教
室
に
は
、二
十
二

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
体
験
教
室

で
は
、彩
墨
を
使
っ
て
描
く
中
国
水
墨
画
の
魅

力
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、田
山
先
生
の
実
演
会
を
見
た
後

に
、椿
の
花
や
牡
丹
の
花
、菖
蒲
の
花
、す
ず
め

の
絵
な
ど
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
お
も
い

の
作
品
を
手
掛
け
、充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館

（
学
び
の
駅
）で
は
体

験
教
室
を
計
画
中
で

す
。「
こ
ん
な
こ
と
を

学
び
た
い
！
」「
こ

ん
な
こ
と
を
知
り
た

い
！
」な
ど
、あ
り
ま

し
た
ら
ご
一
報
下
さ

い
。お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
２
３
―
３
６
６
５

開
館
時
間　

朝
９
時
〜
夕
方
５
時

　
　
　
　
　

休
館
日 

毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日

山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
便
り



作り方作り方

時代の旅行

●
発
行
所
/山
江
村
総
務
課
政
策
調
整
係

　
〒
868-8502 熊

本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
甲
1356-1

　
T
E
L
 0966-23-3111  F

A
X
 0966-24-5669

●
発
行
日
/

　
平
成
22年

７
月
16日

発
行

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.vill.yam

ae.lg.jp
●
Eメ
ー
ル
 seisaku@

vill.yam
ae.lg.jp

●
印
刷
/（
株
）協
和
印
刷

くりの里やまえ

人口と世帯
平成22年６月30日現在

各課への直通電話がございます。
域内無料電話も同じ番号です。

山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産 業 情 報 課
企画情報センター
税　 務　 課
健 康 福 祉 課
会　 計 　室
建　 設　 課
議 会 事 務 局
教 育 委員会
歴 史 資 料 館
ケーブルテレビセンター
包括支援センター

23-3111
23-3113
23-3112
23-5692
23-3978
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665
22-8808
23-2232

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,869人（＋  7)

　男　　1,821人（－  1)

　女　　2,048人（＋  8)

世帯数　1,240戸（＋  8)

た　　びと　　き

　二、防災計画については、これまでの被災
害ヶ所並びに危険ヶ所の調査に基づいて説明
し、他にも未調査の危険ヶ所があると思われる
ので今後調査を行い万全の対策を樹立すること
の意を表明した。
　三、災害救助法について
　四、防疫対策について住民課より災害発生の
場合に万全の準備ができていることの意を表明
した。
　五、公安整備について
　六、広域消防についてなど、山江駐在所勢田
巡査部長から、広域消防組合消防組合豊永警防
課長から説明がなされ、雨期に備えての各家庭での心構え、交通事故防止に
十分注意いただくことを強調された。　

～記事より抜粋～

　梅雨がすぎると、暑さ到来。これからの食生活、暑さに
負けず、食欲不振を防ぎ、疲れやすい体を元気にするため
にも、おいしく食べて乗り越えましょう。
　豚肉やゴマに含まれる、ビタミンＢ１の働きを高めてく
れる、にら。胃の粘膜を強化し、食欲不振を防ぐ、人参。
　炒め物や冷しゃぶでの食べ方もありますが、肉でクルク
ルまいて、食べやすくすると、食欲もわいてきます。

１、にらは５㎜長さに切り、にんじんは細切りにする。

２、豚肉を広げ、にらと人参をのせ、手前からクルクル

巻き、巻き終わりをつまようじで止める。

３、鍋に湯を沸かし、沸騰したら２を入れ、十分に火を

通す。

４、食べやすい大きさに切り、器に並べ、ごまだれをか

ける。

やまえ広報第38号（昭和51年６月10日発行）から

備えはよいか　　　
　　　防災会議ひらく

うれしくない気象予報

茹豚肉巻きのごまだれ風味
★材料（２人分）　　　　　分　量
・豚薄切り肉 ６枚（120ｇ）
・に　ら 40ｇ
・にんじん 30ｇ
ごまだれ　市販品でもOK
・酢　出し汁 

各大さじ１・しょうゆ　すりごま
・さとう 小さじ1／2

　エネルギー242kcal
　たん白質12.2g
　塩分1.4g
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